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芦
別
高
校
の
今
年
度
の
入
学
者
数
は
26
人

に
と
ど
ま
り
、
第
１
学
年
で
は
１
学
級
と
な

り
、
来
年
度
以
降
の
募
集
間
口
が
１
間
口
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、「
芦
別
市
高

校
問
題
協
議
会
」
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
今

後
も
普
通
科
２
間
口
の
安
定
的
な
維
持
・
確

保
に
向
け
、
去
る
５
月
27
日
、
北
海
道
教
育

委
員
会
教
育
長
に
対
し
、北
村
市
議
会
議
長
、

荒
当
道
議
会
議
員
、
芦
別
高
校
校
長
、
市
教

委
教
育
長
と
と
も
に
要
請
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
要
望
の
内
容
は
、
芦
別
高
校
が
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
高
校

で
あ
り
、
中
学
生
の
進
学
ニ
ー
ズ
に
確
実
に

応
え
て
い
く
う
え
で
も
普
通
科
２
間
口
を
維

持
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
９
月

に
予
定
さ
れ
る
公
立
高
等
学
校
配
置
計
画
の

策
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
普
通
科

２
間
口
に
よ
る
募
集
と
さ
れ
る
よ
う
強
く
訴

え
、
道
教
育
長
か
ら
は
、
①
今
回
の
入
学
者

は
異
常
値
（
少
な
さ
）で
あ
り
、今
年
に
限
っ

た
極
端
な
結
果
と
捉
え
て
い
る
②
芦
別
高
校

は
、
芦
別
市
や
赤
平
市
の
生
徒
や
地
域
住
民

の
負
託
に
十
分
応
え
て
い
く
高
校
で
あ
り
、

今
後
も
地
域
と
し
て
必
要
な
高
校
で
あ
る

③
要
望
内
容
を
道
教
委
と
し
て
真
摯
に
受
け

止
め
、
９
月
に
確
定
す
る
令
和
７
年
度
以
降

の
高
校
配
置
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
芦

別
高
校
と
連
携
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
支
援
等
を
含
め
必
要
な
対
応
や

取
り
組
み
な
ど
を
講
じ
、
芦
別
高
校
の
さ
ら

な
る
魅
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
芦
別
警
察
署
」に
つ
い
て
、先
般
、市
に
対

し
、
北
海
道
警
察
本
部
よ
り
、
道
内
の
警
察

署
の
機
能
強
化
に
向
け
た
再
編
整
備
計
画
と

し
て
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
芦
別
署
を
滝
川

署
に
統
合
し
、職
員
数
の
削
減
と
分
庁
舎（
分

署
）
化
す
る
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
は
広
大
な
行
政
面
積
を
有
し
、
国
道

２
路
線
、
道
道
11
路
線
等
が
あ
り
、
道
内
の

主
要
都
市
を
結
ぶ
地
点
に
立
地
し
、
交
通
量

も
多
く
交
通
安
全
体
制
の
確
立
が
欠
か
せ
な

い
状
況
に
あ
る
ほ
か
、
地
域
の
治
安
対
策
と

し
て
、
近
年
頻
発
す
る
ク
マ
等
の
出
没
に
よ

る
人
畜
被
害
等
へ
の
懸
念
や
、
特
殊
詐
欺
や

不
審
者
に
よ
る
高
齢
者
や
子
ど
も
等
へ
の
犯

罪
抑
止
力
の
低
下
な
ど
、市
民
、地
域
に
と
っ

て
安
全
安
心
な
地
域
社
会
の
形
成
に
大
き
な

不
安
を
与
え
か
ね
ず
、
ま
た
、
人
口
の
流
失

に
も
拍
車
が
か
か
る
だ
け
に
、
芦
別
署
（
本

署
）
の
存
続
を
強
く
要
望
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
に
お
い
て
は
、
同
署

の
存
続
に
向
け
、
北
海
道
警
察
本
部
長
等
に

対
し
、
オ
ー
ル
芦
別
で
の
要
請
活
動
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
の
署
名
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
国
有
林
に
お
い
て
、
分

収
造
林
制
度
（
契
約
に
基
づ
き
造
林
者
の
市

が
国
有
林
に
木
を
植
え
て
、一
定
期
間
育
て
、

成
林
後
に
立
木
を
売
却
し
、
そ
の
収
益
を
市

と
国
と
で
予
め
契
約
で
決
め
た
割
合
で
分
収

す
る
制
度
）
を
活
用
し
た
森
林
整
備
等
を
継

続
し
て
行
い
、森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・

増
進
等
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
に
対
し
、
こ
の
度
北
海
道
森

林
管
理
局
長
か
ら
、
重
厚
な
木
製
の
感
謝
状

の
贈
呈
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
光
栄

に
思
う
と
と
も
に
、
今
後
も
同
制
度
を
活
用

し
、
森
林
の
適
切
な
整
備
と
あ
わ
せ
、
市
有

財
産
の
確
保
に
向
け
、
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
夏
の
到
来
か
ら
も
、
市
民
皆
様

に
は
熱
中
症
等
暑
さ
対
策
に
は
十
分
ご
留
意

を
い
た
だ
き
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　  

　
　
　（
６
月
20
日
記
）

芦
別
市
長
　

荻
原
　
貢

　
★
市
長
だ
よ
り
★
　


５月27日、北海道教育委員会倉本教育長（＝写

真右から３人目＝）へ、芦別高校の間口確保の

要望を行ってまいりました。

　1869年（明治２年）、北海道の名付け親とされる松

浦武四郎が、明治政府に「北加伊道（ほっかいどう）」

という名称を提案した７月17日は、「北海道みんなの

日」、愛称「道みんの日」です。

　北海道の魅力と価値を再発見し、北海道を誇りに思

う心を育み、より豊かな北海道を築き上げることを期

する日として平成29年に制定しました。

　この日をきっかけに、道民の

皆さんには北海道に愛着や誇り

を持っていただき、北海道の魅

力を発信する機会としていただ

ければ幸いです。

●詳細　北海道環境生活部道民生活課道民生活係

☎011-204-5211

７月17日は「北海道みんなの日」
～ 北海道の価値を見つめ直し、これからの北海道を考える日 ～


